
平成２９年度 全国学力・学習状況調査

質問紙調査結果及び考察について

保護者の皆様へ

白河市立白河第二中学校長

「全国学力・学習状況調査」では、学習や生活の状況について質問紙による調査

も実施しましたので、一部ですがその結果及び考察をお知らせいたします。
特に、生徒の家庭学習の取組や読書の様子など家庭生活に関する調査結果を公表

し、学校と家庭・地域の協力体制を強化していきたいと思います。

この結果を、ぜひご家庭でも子どもさんと一緒に話し合って、家庭生活の見直し

に役立ててくださるようお願いします。

１ 普段（月～金 、授業以外にどのくらいの時間を学習していますか。）

全くしない３時間以上
２時間以上 １時間以上 ３０分以上

３０分未満
３時間未満 ２時間未満 1時間未満

中 全 国 10.1 25.3 34.2 17.2 8.3 4.9

３ 白二中 9.4 36.3 39.8 10.5 2.3 1.8
（単位 %）

【考 察】

○ ３時間以上の割合が全国平均に比べてやや低い要因に、調査時期の４月の段階で
は生徒が部活動を毎日午後６時３０分まで活動し、平日の学習時間を確保すること

が難しかったことが考えられます。

○ ３０分未満、全くしないの割合が全国平均を下回っており、一定時間以上家庭学
習に取り組む習慣化が図られています。

、 。○ 現在は多くの生徒が部活動を引退し 進路実現に向けて学習に取り組んでいます

今後、個別の希望や学力の状況に応じた学力向上の手立てを講じていきます。

２ 自分で計画を立てて勉強をしていますか。

している どちらかと あまり 全く

いえばしている していない していない

中 全 国 18.6 32.9 33.9 14.5
３ 白二中 19.3 38.6 30.4 11.7

（単位 %）

【考 察】

○ 本校では１学年時より生活の記録ノートを使用して毎日の生活の計画や反省を書

く習慣づくりを図っています。また、定期テスト前の継続的な学習計画の立案を通

して、短期的・長期的な計画性をもった学習への取り組みを指導しています。
○ 年内の学習予定や諸テストなどを示して、見通しをもって学習に取り組むことが

できるようにするとともに、反省を大切にし、取り組みの改善について生徒の実態

に応じて働きかけています。



３ 普段（月～金 、授業以外に１日当たりどのくらいの時間、読書をしますか。）

全くしない２時間以上
１時間以上 ３０分以上 １０分以上

１０分未満
２時間未満 １時間未満 ３０分未満

中 全 国 5.7 8.3 15.2 22.2 12.8 35.6

３ 白二中 8.2 15.8 22.8 23.4 11.1 18.7

（単位 %）
【考 察】

○ １学年時より朝の読書の時間を設けてきており、読書の習慣化が図られた成果が

出ていると考えます。
○ 現在、魅力ある図書室にするために改善を進めています。また、新刊図書の紹介

や図書館の積極的な利用の呼びかけなどを行い、読書活動の推進に力を入れていき

ます。

４ 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか。

当てはまる どちらかといえば どちらかといえば 当てはまらない

当てはまる 当てはまらない

中 全 国 61.0 25.0 9.0 4.9

３ 白二中 43.9 36.8 9.4 9.4

※無回答が0.5％いたため、100％になっていません。 （単位 %）

【考 察】

○ 調査時は４月であり、クラス替えの後で生徒がお互い本音を出し合い、相互の理

解を深めたり、自分自身が受け入れられていると感じたりできる環境ではなかった
ものと考えます。

○ 現在、校内文化祭に向けて、学級一丸となるような目標をもって取り組んでいま

す。その取り組み過程で成就感を共有できるような機会を確保していきます。

○ 生徒たちが話し合い協力し合いながら自力解決できるような支援をするために、
教師が具体的な方法を助言していきます。

５ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。

当てはまる どちらかといえば どちらかといえば 当てはまらない

当てはまる 当てはまらない

中 全 国 73.3 19.5 4.9 2.2

３ 白二中 63.2 29.8 5.3 1.8
（単位 %）

【考 察】

○ いじめは決して許されないことについての理解が十分でない生徒がいます。いじ
めに対しては、毅然とした態度で対応するとともに、生徒が安心して学べる環境づ

くりに努めます。

○ 道徳教育においては、善悪の判断や正義感、思いやりの心情を育てることを重点
に取り組みます。

○ いじめがよくない理由については、それが発生する原因や被害者の心情について

学ぶ機会を大切にし、短学活などでも日常的に取り上げて指導していきます。


